
大昔調査会が2帽フオーラみ 岡
屋
考
嘉
保
存
継
誓

「
市
民
の
文
化
財
保
護
へ
の
熱

い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
建
物
」

と
三
上
さ
ん
。
「
皆
さ
ん
に
考
古

館
の
重
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
い
、
保
存
へ
の
輪
が
広
が
っ
て

意
義
見
詰
め
、
在
り
方
模
索

い
け
ば
」
と
期
待
す
る
。

岡
屋
遺
跡
は
1
9
5
5
年
に
林

道
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
た
東
掘

調
査
で
住
居
跡
1
0
軒
が
確
認
さ
れ
、

多
く
の
遺
物
が
出
土
。
飼
内
に
は
鉄

肝
や
石
皿
、
弥
生
時
代
後
期
の
岡

屋
式
土
器
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

午
後
1
時
か
ら
。
入
場
無
料
。

申
し
込
み
は
不
要
。
問
い
合
わ
せ

は
三
上
さ
ん
（
電
話
0
9
0
．
2

2
0
4
・
2
8
1
8
）
へ
。

忘

諏
訪
地
域
の
歴
史
文
化
を
研
究
す
る
議
社
団
法
人
「
査

調
査
会
」
は
召
、
老
朽
化
が
慧
さ
れ
る
岡
谷
市
本
町
の
竪

考
壷
の
保
存
慧
に
向
け
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
同
市
の
イ
ル
フ

プ
ラ
ザ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。
縄
文
か
ら
古
墳
時
代

の
住
居
跡
が
あ
る
市
内
の
岡
屋
遺
跡
で
出
土
し
た
遺
物
を
収
蔵

展
示
す
る
同
館
の
役
割
、
意
義
を
見
詰
め
て
市
民
と
共
有
し
、

今
後
の
在
。
方
を
模
索
し
て
い
く
。
　
（
小
山
眞
臭
）

調
査
会
に
よ
る
と
、
出
土
品
な

ど
の
文
化
財
保
護
の
た
め
、
市
民

の
寄
付
で
1
9
6
2
年
に
岡
谷
十

五
社
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
。

い
つ
し
か
存
在
が
忘
れ
ら
れ
、
長

き
に
わ
た
り
閉
館
が
続
い
た
が
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
岡
屋
考
古
館

抑
現
在
は
冬
季
を
除
い
て
月
1
回
は

市
民
の
寄
付
で
建
て
ら
れ
、
築
餌
年
を

超
え
る
岡
屋
考
古
館

腔
開
鰐
閑
絹
綱

朽
化
が
著
し
く
、
市
民
に
現
状
を

知
っ
て
も
ら
い
、
保
存
の
機
運
を

高
め
て
い
く
考
え
。

の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
よ

う
」
と
遷
し
て
開
催
。
と
も
に
岡

谷
市
在
住
で
、
調
査
会
副
理
事
長

の
三
上
徹
也
さ
ん
が
岡
屋
遺
跡
と

考
古
館
、
メ
ン
バ
ー
の
坂
間
雄
司

さ
ん
が
調
査
会
の
取
り
阻
み
を
テ

ー
マ
に
紹
介
す
る
。
諏
訪
市
文
化

財
専
門
審
議
委
員
の
二
村
憤
さ
ん

‖
神
奈
川
県
＝
が
、
発
表
し
た
論

文
に
基
づ
い
て
同
館
の
建
築
学
的

意
義
に
つ
い
て
講
演
す
る
。


